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江東区の職場・地域、議会などくらし・平和を守る運動を
ご紹介します。

中
小
建
設
業
者
は
、
下
請

け
代
金
「
半
値
、
八
掛
け
、

二
割
引
」
（
工
事
代
金
見
積

り
の
50
％
で
請
け
負
う
と
、

元
請
け
に
80
％
に
値
切
ら

れ
、
そ
の
上
代
金
支
払
い
時

に
消
費
税
な
ど
を
理
由
に
、
更

に
20
％
値
切
ら
れ
る
）
と
い
わ

れ
る
業
界
で
、
倒
産
・
工
事
代

金
不
払
い
な
ど
に
苦
し
ん

で
い
ま
す
。

東
京
土
建
・
江
東
支
部

（
以
下
支
部
）
に
よ
せ
ら

れ
た
相
談
の
被
害
額
は
２

千
５
百
万
円
余
に
お
よ
び
、

解
決
に
力
を
尽
く
し
て
い

ま
す
。

支
部
が
組
合
員
の
建
設

現
場
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、

要
求
賃
金
の
２
万
５
千
円

と
か
け
は
な
れ
た
日
当
８

千
円
と
い
う
実
例
も
あ
り
ま
し

た
。こ

う
し
た
実
態
調
査
を
も
と

に
、
低
賃
金
打
破
、
労
働
条
件

改
善
に
向
け
、
大
手
建
設
・
住

宅
企
業
と
交
渉
し
ま
し
た
。

ま
た
３
年
前
か
ら
区
内
建
設

業
関
係
団
体
や
区
労
連
と
懇
談

を
重
ね
、
「
公
契
約
条
例
」
制

定
に
向
け
た
個
人
請
願
に
取
り

組
み
、
ね
ば
り
強
く
対
区
交
渉
・

議
会
要
請
・
傍
聴
な
ど
お
こ
な

い
ま
し
た
。

今
回
、
「
公
契
約
法
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書
」
が
江
東
区

議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
た
成
果
は
、
組
合
員
の

確
信
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
で
は
、

建
設
材
料
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
講
習

年
金
・
介
護
・
医
療
改
悪
に

反
対
、
国
保
補
助
金
増
額
な
ど

を
求
め
る
運
動
を
粘
り
強
く
取

り
組
み
、
厚
労
省
、
財
務
省
・

東
京
都
な
ど
に
要
請
ハ
ガ
キ
を

の
べ
４
万
４
３
９
人
が
提
出
し

ま
し
た
。

猛
暑
の
中
の
予
算
要
求
集
会
、

花
咲
デ
モ
、
夜
間
の
提
灯
デ

モ
な
ど
を
他
団
体
と
と
も
に

実
施
。
度
重
な
る
医
療
・
社

会
保
障
の
改
悪
の
も
と
で
、

「
土
建
国
保
は
実
質
10
割
給

付
な
ん
だ
よ
」
と
組
合
員
は

胸
を
張
っ
て
仲
間
を
誘
い
ま

す
。

建築職人の組合草創期‥
家族ぐるみで波乱の要求運動

1958年5月6日、東京土建江東支部は、

住吉の加藤栄一郎支部長宅二階を借り

組合員394人で産声を上げました。建築

士法の改正にともない、組合でとりく

み、二級建築士と技能者養成指導者資

格を237人が取得｡更に日雇健保加入を

呼びかけ、組織拡大運動に力を尽くし

ます。大工の手取りが7～800円時代、

全都的に協定賃金運動をすすめ、倍増の1500円の要求を掲

げ、結成された青年部も3日間、250人の参加で２万枚のス

テッカーを貼りだすなど大奮闘しました。

1965年からは日雇健保廃止反対のたたかいを開始。区役

所前にテントを張り、12日間、延べ200人が座り込み、日

雇健保廃止反対の区議会決議と意見書をださせました。

５年後の日雇健保擬制適用打ち切りに対しても、亀戸の

社会保険事務所や区役所前に座り込みを敢行しました。

1969年3月の都庁前総決起集会には江東から942人が参加、

そのうち主婦が284人と結成されたばかりの主婦の会も大

活躍。土建国保・新共済発足の前年のことでした。

1979年6月4日には江東第1回住宅デーを実施、東建従と

合同で亀戸駅前住宅相談会、包丁とぎ60本、竹トンボ300、

相談40件。今でも地域の主婦や子どもに大好評です。

1986年の拡大運動では、4年連続500人を超える拡大で、

3474人に到達して、江東区内最大の労働組合となります。

賃
金
・
工
事
代
金
不
払
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
な
ど
営
業
・
暮
ら
し
、
健
康
を
守
る

年
金
・
介
護
・
医
療
改
悪
な
ど
に
反
対
、

国
保
補
助
金
な
ど
増
額
で
10
割
給
付
守
る

労
働
者
の
生
活
と
権

利
へ
の
攻
撃
が
強
ま
っ

て
い
る
い
ま
、
労
働

組
合
本
来
の
役
割
を
果
た
す

た
め
、
そ
の
組
織
率
（
現
在

19
・
２
％
）
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
▼
今
年
、
春
の

拡
大
月
間
で
２
１
１
人
の
加

入
者
を
む
か
え
、
５
２
６
０

人
の
区
内
最
大
の
労
働
組
合
・

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
江

東
支
部
の
活
動
は
教
訓
的
だ

▼
「
政
治
に
敏
感
に
反
応
、

戦
略
を
持
っ
て
組
織
化
に
取

り
組
み
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

で
は
６
回
も
講
習
を
実
施
し

て
新
た
な
加
入
者
を
迎
え
て

い
る
」
「
役
に
立
つ
組
合
が

力
に
な
っ
て
い
る
。
組
合
員

と
家
族
が
、
知
り
合
い
に

『
土
建
国
保
に
入
る
と
助
か

る
わ
よ
』
と
加
入
を
よ
び
か

け
る
。
だ
か
ら
脱
会
者
も
少

な
い
」
「
23
の
す
べ
て
の
分

会
が
史
上
初
め
て
目
標
達
成
、

拡
大
行
動
に
は
の
べ
、
１
９

０
２
人
が
参
加
、
み
ん
な
が

取
り
組
む
運
動
に
努
力
し
て

い
る
」
▼
こ
う
し
た
活
動
の

大
も
と
に
、
拡
大
月
間
出
陣

式
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
、
中
間
決
起
集

会
な
ど
実
施
し
、
み
ん
な
を

勇
気
づ
け
る
執
行
部
の
拡
大

へ
の
執
念
、
意
識
的
努
力
・

工
夫
が
あ
る
。

潮騒

＝東京土建・江東支部＝

江
東
区
で
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
運
動
の
中
核
を
担
っ

て
い
る
東
京
土
建
・
江
東
支
部
の
活
動
を
取
材
し
ま
し
た
。

土建住宅デー＝06年月6月北砂３丁目

雨の中要求をかかげデモ行

職
人
と
い
う
の
は
、

自
分
の
腕
一
本
で
手
間

賃
を
稼
ぐ
も
の
だ
っ
た

が
病
気
や
怪
我
を
し
た

ら
な
ん
の
保
障
も

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
ゼ
ネ
コ

ン
な
ど
が
で
て
く

れ
ば
仕
事
に
も
あ

り
つ
け
な
く
な
り

ま
す
。
だ
か
ら
ど

う
し
て
も
組
合
が

必
要
で
す
。

今
は
協
定
賃
金

制
や
土
建
国
保
・
共
済

の
お
陰
で
、
こ
の
歳
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
働

い
て
い
ら
れ
ま
す
。

ま
た
先
日
、
「
江
東

建
設
九
条
の
会
」
を
結

成
し
ま
し
た
。
戦
争
も

軍
隊
も
知
ら
な
い
世
代

が
組
合
役
員
を
担
う
時

代
に
な
っ
て
き

た
が
、
私
た
ち

も
協
力
し
て
頑

張
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
江
東

支
部
は
区
内
最

大
の
労
働
組
合

に
な
っ
て
い
る

が
、
９
月
に
50

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
５
５
０
０
人
の
目
標

に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

(

50
周
年
記
念
行
事
実

行
委
員
・
喜
楽
会
会
長
）

組合があればこそ！
塚田基八郎さん（79歳）

会
、
健
康
診
断
、
労
災
認
定
、

被
害
の
責
任
の
追
及
、
安
全

施
工
な
ど
に
つ
い
て
国
・
都
・

区
や
建
設
企
業
と
交
渉
、
解

体
作
業
は
元
請
け
負
担
と
す

る
等
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。



住
民
税
の
通
知
が
発
送

さ
れ
た
６
月
７
日
以
降
、

江
東
区
役
所
に
「
計
算
間

違
い
で
は
な
い
か
」
と
の

問
い
合
わ
せ
が
殺
到
、
国

の
税
制
改
悪
の
結
果
と
知

る
と
「
死
ね
と
言
う
の
か
」

と
の
抗
議
が
う
ず
ま
き
ま

し
た
。

増
税
の
原
因
は
、
自
民
、

公
明
が
２
年
前
に
強
行
し

た
、
公
的
年
金
控
除
の
縮

小
、
老
齢
者
控
除
や
定
率

減
税
の
廃
止
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
住
民
税
増
税

は
国
保
料
金
や
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
に
直
結
し
ま

す
。渡

辺
力
さ
ん(

72
歳
、

大
島
在
住)

は
、
こ
れ
ま

で
住
民
税
は
均
等
割
り
の

４
千
円
で
し
た
。
し
か
し
、

今
年
の
通
知
で
は
２
万
８
千

百
円
と
７
倍
も
の
大
増
税
。

そ
れ
に
連
動
し
て
国
保
料
、

介
護
保
険
料
が
合
わ
せ
て
１

万
８
千
４
百
円
も
の
負
担
増

と
な
り
ま
し
た
。
「
こ
う
な
っ

て
み
る
と
、
や
っ
ぱ
り
選
挙

は
大
切
だ
」
と
渡
辺
さ
ん
。

日
本
共
産
党
国
会
議
員
団

は
７
月
４
日
、
「
い
ま
実
施

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
へ
の
大

増
税
に
つ
い
て
は
、
た
だ
ち

に
中
止
し
、
見
直
し
を
は
か

る
こ
と
」
「
今
後
、
実
施
予

定
の
増
税
に
つ
い
て
は
凍
結

す
る
こ
と
」
の
２
点
を
緊
急

に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

増
税
は
こ
れ
で
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自･

公
政

府
は
定
率
減
税
廃
止
に
つ
づ

き
、
各
種
控
除
の
縮
小
・
廃

止
、
消
費
税
増
税
な
ど
果
て

し
な
い
庶
民
増
税
を
す
す
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
、
い
ま
実
施
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
へ
の
大
増
税
は
、

た
だ
ち
に
中
止
し
、
見
直

す
こ
と
、

二
、
定
率
減
税
廃
止
や
所
得

税
・
住
民
税
の
各
種
控
除

の
縮
小
・
廃
止
を
や
め
る

こ
と
、

三
、
消
費
税
の
増
税
を
や
め

る
こ
と
、

を
求
め
る
請
願
署
名
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

社
会
的
連
帯
で
庶
民
大
増

税
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
く

ら
し
、
い
の
ち
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

第
２
回
区
議
会
定
例
会
に
、

日
本
共
産
党
が
新
し
い
条
例
を

議
員
提
案
し
ま
し
た
。

「
重
度
要
介
護
高
齢
者
手
当
条

例
」
で
、
介
護
度
４
〜
５
の
重

い
人
が
対
象
。
月
１
万
円
を
手

当
と
し
て
支
給
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

本
会
議
で
大
つ
き
か
お
り
議

員
が
提
案
理
由
の
説
明
に
立
ち
、

６
月
19
日
の
厚
生
委
員
会
で
の
審

議
で
は
、
す
が
や
俊
一
議
員
が
説

明
員
と
し
て
論
陣
を
は
り
ま
し
た
。

す
が
や
議
員
は
「
区
内
の
高
齢

者
は
住
民
税
な
ど
の
増
税
分
が
５

億
円
に
な
る
」
と
政
府
や
区
の
増

税
政
策
を
批
判
し
、
「
提
案
し
て

い
る
手
当
は
そ
の
半
分
で
実
施
で

き
る
」
と
他
党
に
も
賛
成
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

議
論
で
は
、
自
民
・
公
明
な
ど

の
議
員
は
「
介
護
保
険
が
あ
る
か

ら
必
要
な
い
」
「
共
産
党
の
提
案

は
バ
ラ
マ
キ
だ
」
（
社
民
）
な
ど

と
主
張
し
否
決
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。共

産
党
区
議
団
は
「
子
ど
も
の

医
療
費
無
料
拡
大
で
も
当
初
は
否

決
さ
れ
て
き
た
例
も
あ
る
、
何
度

で
も
提
案
し
実
現
さ
せ
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
、

政
府
に

大
増
税
の
中
止
を
求
め
る

ま
だ
ま
だ
続
く
大
増
税

重
度
要
介
護
高
齢
者
に
月
一
万
円
の
手
当
て
を
！

＝
共
産
党
区
議
団
が
条
例
提
案

軽減制度紹介

①夫と死別または夫の生死が明らかで
なく、所得500万円以下
②夫と死別 離婚または夫の生死が 明
らかでなく、子を扶養している者
妻と死別･離婚、または妻の生死が明
らかでなく、所得500万円以下で、子
を扶養している者

年金収入 所得の５％ 税の軽減額

180万円 ３万円 12,263円

200万円 ４万円 10,900円

220万円 ５万円 9,538円

240万円 ６万円 8,175円

260万円 ７万円 6,813円

280万円 ８万円 5,450円

300万円 ９万円 4,088円

320万円 10万円 2,725円

軽減額は、医療費12万円の場合の所得税・
住民税をあわせた最高軽減額（06年）

（表１）年金収入と医療費控除 （表２）寡婦（夫）の該当要件

＊「生死が明らかでない」とは、「船の沈没や飛行
機墜落で３年以上行方不明」などの場合

庶民大増税は中止を！ 怒
り

心
頭

既存の各種制度を利用して、負担を少しで
も軽くしましょう。制度を紹介します。

年間の医療費が「所得の５％か、10

万円か、どちらか少ない方」を超えた

場合に、超えた分を控除できます(表１

参照)。まだ確定申告していなければ過

去５年分について申告可能ですが、す

でに確定申告している場合の医療費控

除の追加は１年以内にしなければなら

ないので注意してください。

納税者本人が障害者の場合は、障害

者控除が受けられますし、住民税は所

得１２５万円の非課税限度額が適用さ

れます。

寡婦や寡夫に該当する場合(表２参照)

も、寡婦(夫)控除や住民税非課税限度

額の対象になります。

保険料の支払いが困難になった場合、

申請時現在の所得が生活保護基準の

１・15倍を上回らない程度で減免の対

象となります(江東区)。減免額は所得

割保険料のおおむね５割を上限とし、

期間は原則３ヶ月です。

生活保護、死亡、疾病、災害、失業

などが対象になります。

＊ 申請は（納期限の７日前まで）

＊特別区民税の減免

＊医療費控除などの活用

＊障害者や寡婦は税軽減

＊国民健康保険料の減額・減免

■
８
月
11
日(

金)

午
後
６
時

30
分
、
平
和
の
つ
ど
い
、

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
協

力
券
３
百
円

■
８
月
19
日(

土)

午
後
６
時

30
分
、
亀
戸
事
件
83
周
年

記
念
学
習
会
、
江
東
産
業

会
館
展
示
室

■
９
月
３
日(

日)

午
後
１
時
、

亀
戸
事
件
83
周
年
追
悼
会
、

亀
戸
・
赤
門
浄
心
寺

８
月
の
行
事
案
内

制度活用についてのご相談は

日本共産党江東生活相談所

（所長・東 ひろたか）電話3615-0130

または、区議・候補 生活相談所

までお気軽に

寡
婦

寡
夫

請
願
運
動
広
が
る

区
役
所
に
電
話
が
殺
到




